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ルールづくり

 指導案 （3）   海水浴場の利用ルールを作ろう

⃝目標
・�どのような手続でルールを作成すればよいか（手続の公平性），作成したルールをどのような視点
で評価すればよいか（手段の相当性，明確性，平等性）について考えさせ，理解させる。
・�法やルールの意義及び役割（法は共生のための相互尊重のルールであり，国民の生活をより豊かに
するものであること，法やルールには，人の行動を規制し，社会の秩序を維持するだけではなく，
人の活動を促進したり，紛争を解決したりするなどの機能があること）について考えさせ，理解さ
せる。

⃝教科等
・公民科「公共」
Ａ　公共の扉
（3）公共的な空間における基本的原理
　�　自主的によりよい公共的な空間を作り出していこうとする自立した主体となることに向けて，
幸福，正義，公正などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識を身に付けること。
イ 人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主義，法の支配，自由・権利と責任・義務など，
公共的な空間における基本的原理について理解すること。

Ｂ　自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち
　自立した主体としてよりよい社会の形成に参画することに向けて，現実社会の諸課題に関わる
具体的な主題を設定し，幸福，正義，公正などに着目して，他者と協働して主題を追究したり解
決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
ア 法や規範の意義及び役割，多様な契約及び消費者の権利と責任，司法参加の意義などに
関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づい
て各人の意見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会の紛争を調停，解決することなど
を通して，権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについ
て理解すること。

※　本指導案については，現行学習指導要領の公民科「現代社会」及び「政治・経済」において，その目標及び内容に即して
工夫することにより，実施することも考えられる。

ルールづくり
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⃝指導計画【想定授業時間：50分】
進行

（所要） 内容 指導上の留意点

導入
（ 5分）

⃝課題把握
・�「資料」及び「ワークシート」を配布し，
課題を把握させる。

展開①
（10分）

問 1  どのような条例を作ればよいだろうか。項目ごとに考えよう。

⃝�ルールを作成する際の留意事項として，
ルールの内容を評価する視点を説明する。

　以下を参照して説明する。
⃝�ルールづくり（ルールの在り方を考える）
の概要「 ４　どのようなルールが良いか
（ルールの内容）」➡10ページ

⃝個人ワーク
・�どのような条例を作れば問題解決を図
ることができるかを考えさせ，条例案
を作成させる。

　各自が条例案を作成する権限がある前
提で，利害関係者の主張，ルールの内容
を評価する視点（手段の相当性，明確性，
平等性）及び次の観点を踏まえ，条例案
を検討する。
［観点］
⃝�利害関係者の誰もが納得できる内容を
目指すこと

⃝�誰に向けたルールなのか，ということ
を意識すること（海水浴客なのか事業
者なのかなど）

⃝�ルール違反者への対処方法についても
検討すること（罰則の有無）

展開②
（15分）

問 2  �それぞれの案を持ち寄って話し合い，どの利害関係者からも納得の得られる
内容の条例を作ろう。　※単に項目を列挙するのではなく，文章化すること。

⃝グループワーク
・�個人ワークの検討結果を踏まえ，問 ２
をグループ（ ４ 名程度）で議論させ，
条例を作成させる。

　他者と資料等に基づいた合理的な議論
を行い，他者の意見を真摯に聞き，時に
は自らの意見を変え，より良い意見を創
出していくことの重要性について理解さ
せる。
　単に「○○とする」という項目の列挙
にとどまることなく，条例として成文化
したものを作成させる。
　議論の冒頭又は途中で，ルールを作る
に当たり，「目的を達成する手段として個
人の自由を必要以上に制限していないか」
と問い掛け，議論を深める。

 指導案 （3）   海水浴場の利用ルールを作ろう
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まとめ①
（10分）

⃝発表，講評
・生徒に検討結果を発表させる。
・教員による講評を行う。

　生徒が作成したルールが，ルールの内
容を評価する視点を踏まえたものとなっ
ているかについて評価を行う。
⃝ルールの例
・�「海水浴場内施設の閉店時間は，20時と
する」

・�「事業者が閉店時間の規定に違反したと
きは，指導を行うこととする。指導を
行っても改善されないときは， １ 週間
の営業停止処分とする」

⃝不適切なルールの例
・手段の相当性，平等性を欠くもの
　�「事業者が閉店時間の規定に違反したと
きは，海水浴場の全事業者を営業停止
処分とする」

・明確性を欠くもの
　�「利用者も事業者も，他人に迷惑を掛け
る行為をしてはならない」

⃝手続の公平性を説明する。 　以下を参照して説明する。
⃝�ルールづくり（ルールの在り方を考える）
の概要「 ３　どのようにルールを作る
か（手続の公平性）」➡ 9ページ
※�展開①，②で作成したルールや，上記「不適切
なルールの例」を取り上げ，「自分が関係者だっ
たとして，自分が全く知らないところで，一部
の人たちだけでこのようなルールが勝手に作ら
れていたら納得できるか」等と問い掛けてから，
手続の公平性についての説明を行うことが考え
られる。

⃝ルールの意義・必要性と機能を説明する。 　以下を参照して説明する。
⃝�ルールの意義・必要性：ルールづくり
（ルールの在り方を考える）の概要「 ２　
ルールの意義・必要性について」➡ 8ペー
ジ
⃝�ルールの機能：「はじめに」の「 １（ 2）
法の機能」の①，②，③ ➡ 2ページ
※�④（資源を配分する機能）は，国家が一定の政
策に基づいて，資源を配分するための機能であり，
本指導案におけるルールと直接関連するとは言
い難いため，ここでは取り上げない。

ルールづくり
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まとめ②
（10分）

⃝�「振り返りシート」を配布し，授業の
振り返りを行う。

　ルールの意義・役割については，次の
ような説明が考えられる。
⃝�ルールの機能について，「事業者が閉店
時間の規定に違反したときは，指導を
行うこととする。指導を行っても改善
されないときは， １ 週間の営業停止処
分とする」というルールがあれば，こ
のルールによって，次の効果が考えら
れる。

　①�違反をすると自分が後で損をすると
いう心理的抑制が働き，秩序が維持
される（人の行動を規制し，社会の
秩序を維持する機能）

　②�違反行為が明確に定められているこ
とにより違反にならない行為が明確
となり，安心して事業を営むことが
でき，経済活動が促進される（人の
活動を促進する機能）

　③�実際に違反をした人がいた場合の紛
争解決方法が明確になっており，紛
争解決に資する（紛争を解決する機能）

※�ルールの意義・必要性や機能について，より深
く考えさせたい場合，「【コラム】共有地の悲劇」
の事例（➡23ページ）を用いることも考えられる。

※�以下の参考事例を紹介することで，現実問題と
して捉えさせることも考えられる。

⃝参考：逗子海水浴場事業者・利用者ルール
　神奈川県逗子市は，海岸区域に近接して住宅が密集している逗子海岸の地域的な特性に鑑み，安全
で快適な逗子海水浴場の確保のため，関係者（市民，観光・商工団体，自治会，市職員等）による検
討を経て，次のようなルールを導入した。

［事業者側のルール］

・海の家は20時閉店とし，クラブ化・ライブハウスの形態での営業は禁止
・海の家は砂浜を清掃し，組合はごみ収集業者との契約等を行う
・違反行為によっては，営業停止等の処分を行う

［利用者側のルール］

・砂浜での飲酒の禁止（海の家では可能）
・スピーカー等の使用の禁止
・水上オートバイ等の遊泳区域への乗り入れ禁止，砂浜への持込禁止
・自らの出したごみを持ち帰る

 指導案 （3）   海水浴場の利用ルールを作ろう
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サンゴ礁

海

砂浜

道路

海の家 海の家 海の家 海の家 海の家

住宅街 ホテル・
旅館 飲食街 空き地

　ホウリス町は，美しい海やサンゴ礁などの自然が豊かで，海水浴やダイビングを目的とした観光客
が多く，人気の観光地となっている。しかし，最近，海水浴客の増加に伴い様々な問題が起きている。
　町としては，雇用創出や地域活性化などの観点から，この町ほぼ唯一の産業である観光産業を更に
発展させたいと考えている一方で，住民だけでなく，観光客からの苦情も増加していることから， 
海水浴場の利用に関する条例を制定して，問題の解決を図りたいと考えている。

資　料

法教育マスコットキャラクター
「ホウリス君」

ルールづくり
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 指導案 （3）   海水浴場の利用ルールを作ろう

海水浴客（独身者層）
　日常から解放されるために来ているのだから，
観光地に来てまで厳しいルールに縛られたくな
い。

海水浴客（ファミリー層）
　泊まりがけで来たりするのだから，子どもと一
緒に夜に花火などをして楽しみたい。しかし，あ
まり治安が良くないようなら，来年からは違う海
水浴場にしようかな。

事業者（海の家）
　大きな問題は 7 ～ 9 月の 3 か月間だけなのだ
し，海水浴客のおかげでこの町は潤っているのだ
から，少しくらいの問題は受け入れるべきだ。仮
にルールを作るのであれば，海水浴客のことを一
番に考えたものにするべきではないか。

住　民
　一部の海水浴客や海の家の行動には本当に迷惑
している。しかし，あまり厳しいルールを作って
しまうと客離れにつながり，町が衰退してしまう
のも問題だ。

ホテル，旅館
　夏は一番繁盛する季節なので，利用客が減少す
れば，経営が成り立たなくなってしまう。

主な問題 利害関係者の主張

〈ホウリス町の産業について〉
　夏の観光業がほぼ唯一の産業であり，
観光客の減少，つまり，この期間の収入
の減少は，多くの町民の死活問題に直結
する。

〈騒音について〉
　海の家が大きな音楽をかけたり，海水
浴客が深夜まで大声で騒いだりして，騒
音が問題となっている。

〈飲酒・喫煙について〉
　飲酒した海水浴客が騒いだり，ビーチ
で喫煙していたりするため，悪評が立
ち，家族連れの海水浴客が減少してい
る。

〈水上バイクについて〉
　水上バイクが海水浴場内やサンゴ礁の
上を自由に通行しているため，泳いでい
る海水浴客やサンゴ礁を見るためにダイ
ビングをしている人との接触事故が起き
た場合，重大事故になりかねない。

〈ごみについて〉
　海水浴客によって大量のごみが浜辺に
置き去りにされるなど，環境が悪化して
いる（現在は町がごみの処理費用を負担
しているが，通常のごみ収集車だけで
は，回収ができないほどになってきてい
る。このままの状態が続けば，ごみ処理
のための税金投入を増やさなければなら
ず，結果として，他の行政サービス（学
校の改修など）の停滞を招いてしまう。）。
　ごみによる自然破壊（砂浜のごみによ
る海の汚れやサンゴ礁へのダメージ）も
問題となっている。
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【課題】

　この問題を解決するためには，どのようなルール（条例）を作ればよいだろうか。利害関係者
それぞれの主張を踏まえて考えよう。

問 1  どのような条例を作ればよいだろうか。項目ごとに考えよう。

条例案 その条例案を作成した理由
①騒音対策について

②ビーチでの飲酒・喫煙について

③水上バイクについて

④ごみ対策等について

⑤�ルールを守らせるための手段・方策について（罰
則を設けることも含めて検討）

問 2  �それぞれの案を持ち寄って話し合い，どの利害関係者からも納得の得られる内容の条例を
作ろう。　※単に項目を列挙するのではなく，文章化すること。

条例 その条例を作成した理由
①騒音対策について

②ビーチでの飲酒・喫煙について

③水上バイクについて

④ごみ対策等について

⑤�ルールを守らせるための手段・方策について（罰
則を設けることも含めて検討）

ワークシート 　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

ルールづくり
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　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

⃝ルールづくりの手続について

【手続の公平性】
　「誰が決めた」ルールなのか（本件では町議会）ということや，その作成過程にルールの適用を
受ける人たちが参加することの重要性について，意識することができたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　できた　　□　できなかった

⃝ルールの内容について

【手段の相当性】
①目的達成のために役に立つルールといえるか。
　□　いえる　　□　いえない
　［理由］

②（過剰なルールではなく）目的に照らして，手段が適切といえるか。
　□　いえる　　□　いえない
　［理由］

【明確性】複数の解釈ができるような曖昧なルールになっていないか。
　□　なっていない　　□　なっている
　［理由］

【平等性】立場を入れ替えても受け入れられる内容となっているか。
　□　なっている　　□　なっていない
　［理由］

罰則を設けてまで他人にルールを強制することは適切か，（仮に適切だとして）その理由は何かに
ついて，検討することができたか。
　□　できた　　□　できなかった
　［理由］

⃝ルールの意義・役割について

作成したルールによって，
①社会の秩序を維持することができるか。　　　　　□　できる　　□　できない
②人々の活動が促進されるか。　　　　　　　　　　□　できる　　□　できない
③紛争が起こったとき，解決することができるか。　□　できる　　□　できない

振り返りシート
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